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中
世
東
国
文
書
に
見
ら
れ
る
音
韻
交
替
表
記
に
つ
い
て川　

野　

絵　

梨

は
じ
め
に

中
世
東
国
文
書
の
一
部
と
し
て
﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂︵
以
下
﹁
宝
翰
集
﹂︶
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
の
越
後
︵
新
潟
︶
の
古
文
書
に
つ

い
て
言
語
分
析
を
行
っ
て
き
た︶

1
︵

︒
以
下
に
見
る
よ
う
に
︑
そ
の
中
で
特
に
音
韻
の
交
替
表
記
と
思
わ
れ
る
用
例
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
︑

現
代
の
新
潟
方
言
と
の
関
連
を
考
察
し
て
き
た
︒
本
稿
で
は
︑﹁
宝
翰
集
﹂
の
他
に
青
森
・
岩
手
・
福
島
な
ど
の
東
北
地
方
と
︑
埼
玉
や

東
京
な
ど
の
関
東
地
方
の
古
文
書
を
分
析
資
料
と
し
て
加
え
︑
越
後
だ
け
で
は
な
く
︑
東
北
地
方
も
加
え
た
広
い
地
域
に
渡
る
中
世
の
東

国
地
方
文
書
に
お
い
て
音
韻
交
替
表
記
の
例
が
見
ら
れ
る
の
か
を
分
析
し
て
い
く
︒

【
分
析
資
料
】

本
稿
で
は
︑
東
北
地
方
と
関
東
地
方
の
古
文
書
を
中
心
に
分
析
資
料
と
し
た
︒
分
析
に
は
写
真
版
と
翻
字
を
活
用
し
た
︒

東
北
︙ 

︵
青
森
・
岩
手
︶ 

南
部
氏
関
係
資
料 

︵﹃
青
森
県
史　

資
料
編︶

2
︵

﹄︶

︵
福
島
︶ 

相
馬
文
書
・
相
馬
岡
田
文
書
・
大
悲
山
文
書 

︵﹃
史
料
纂
集
古
文
書
編　

相
馬
文
書︶

3
︵

﹄︶

 

白
河
結
城
家
文
書 

︵﹃
白
河
市
史　

資
料
編︶

4
︵

﹄︶

関
東
︙ 

︵
埼
玉
︶ 

武
州
文
書 

︵﹃
新
編
埼
玉
県
史　

資
料
編︶

5
︵

﹄︶

︵
東
京
︶ 

高
幡
不
動
胎
内
文
書 

︵﹃
日
野
市
史　

史
料
集︶

6
︵

﹄︶
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東
北
地
方

○
南
部
氏
関
係
資
料
︵
以
下
は
﹃
青
森
県
史　

資
料
編　

中
世
1
南
部
氏
関
係
資
料
﹄
を
参
考
に
し
た
︒︶

八
戸
︵
遠
野
︶
南
部
家
文
書

﹁
八
戸
︵
遠
野
︶
南
部
家
文
書
﹂
と
い
う
名
称
は
︑﹃
青
森
県
史
﹄
の
解
題
に
従
っ
て
い
る
︒
こ
の
﹁
八
戸
︵
遠
野
︶
南
部
家
文
書
﹂

は
︑
近
世
遠
野
一
万
二
千
石
の
領
主
で
あ
っ
た
遠
野
南
部
家
︵
八
戸
家
︶
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
で
︑
明
治
時
代
に
一
部
が
遠
野
南
部
家
か

ら
流
出
し
︑
現
在
で
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
文
書
群
で
あ
る
︒

①
南
部
光
徹
氏
所
蔵
﹁
遠
野
南
部
家
文
書
﹂ 

︵
三
二
七
点
余
︶

②
盛
岡
市
教
育
委
員
会
所
蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文
書 

︵
四
七
点
︶

③
岩
手
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
新
渡
戸
文
書 

︵
三
六
点
︶

④
岩
手
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
宮
崎
文
書 

︵
七
点
︶

⑤
原
本
所
在
不
明
文
書
︵
新
渡
戸
・
宮
崎
・
斎
藤
文
書
の
一
部
︒
四
八
点
︶

南
部
氏
は
︑
清
和
源
氏
︵
甲
斐
源
氏
︶
の
一
族
の
加
賀
美
遠
光
の
三
男
南
部
光
行
を
祖
と
し
︑
甲
斐
国
巨
摩
郡
南
部
郷
を
領
し
て
南
部

三
郎
と
名
乗
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
︒
南
部
氏
が
北
奥
羽
で
本
格
的
に
活
動
を
開
始
す
る
の
は
︑
確
実
な
中
世
の
史
料
に
よ
れ
ば
元
弘

三
年
︵
一
三
三
三
︶
に
北
奥
羽
郡
の
国
府
支
配
の
現
地
執
行
を
担
う
重
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
降
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

◯
相
馬
文
書
︵
以
下
は
﹃
史
料
纂
集
古
文
書
編　

相
馬
文
書
﹄
を
参
考
に
し
た
。）

﹁
相
馬
文
書
﹂
は
奥
州
相
馬
氏
の
本
宗
家
で
あ
る
磐
城
︵
福
島
県
︶
の
旧
中
村
藩
主
相
馬
氏
に
伝
来
し
た
古
文
書
で
あ
る
︒

相
馬
氏
は
︑
桓
武
平
氏
の
流
れ
を
く
む
千
葉
氏
の
庶
流
の
千
葉
介
常
胤
の
二
男
師
常
が
下
総
国
相
馬
郡
︵
現
在
の
千
葉
県
北
西
部
や
茨
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城
県
北
相
馬
郡
︶
に
本
領
を
も
っ
て
相
馬
氏
を
称
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
︒
文
治
五
年
︵
一
一
八
九
︶
の
奥
州
平
泉
討
伐
に
参
戦
し
て

陸
奥
国
行
方
郡
︵
福
島
県
南
相
馬
市
︶
を
勲
功
の
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
て
以
後
︑
下
総
国
相
馬
郡
の
本
領
と
と
も
に
︑
陸
奥
国
行
方
郡
を

代
々
相
伝
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒
鎌
倉
後
期
に
陸
奥
国
行
方
郡
に
下
向
し
た
師
胤
の
系
統
が
奥
州
相
馬
氏
の
本
宗
家
と
し
て
発
展
し
て

い
く
︒

◯
相
馬
岡
田
文
書
︵
以
下
は
﹃
史
料
纂
集
古
文
書
編　

相
馬
文
書
﹄
を
参
考
に
し
た
︒︶

﹁
相
馬
岡
田
文
書
﹂
は
︑
奥
州
相
馬
氏
の
有
力
庶
子
家
で
あ
る
岡
田
氏
に
伝
来
し
た
文
書
で
あ
る
︒
岡
田
氏
は
相
馬
胤
村
の
二
男
胤
顕

を
祖
と
し
︑
陸
奥
国
行
方
郡
岡
田
村
を
領
し
て
岡
田
氏
と
称
し
た
と
い
う
︒﹁
相
馬
岡
田
文
書
﹂
の
原
本
は
︑
岡
田
氏
の
子
孫
に
あ
た
る

東
京
都
世
田
谷
区
在
住
の
岡
田
幸
胤
氏
が
現
蔵
さ
れ
て
い
る
︒

○
大
悲
山
文
書
（
以
下
は
﹃
史
料
纂
集
古
文
書
編　

相
馬
文
書
﹄
を
参
考
に
し
た
︒︶

大
悲
山
文
書
は
奥
州
相
馬
氏
の
庶
子
家
で
あ
る
大
悲
山
氏
に
関
す
る
文
書
︒
大
悲
山
氏
は
︑
陸
奥
国
行
方
郡
大
悲
山
村
︵
福
島
県
南
相

馬
市
︶
を
領
し
た
︒
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
文
書
が
中
心
で
︑
所
領
に
関
す
る
譲
状
や
︑
南
北
朝
期
の
内
乱
の
動
向
を
示

す
内
容
が
主
で
あ
る
︒

○
白
河
集
古
苑
所
蔵
白
河
結
城
家
文
書
︵
以
下
は
﹃
中
世
東
国
武
家
文
書
の
研
究︶

7
︵

﹄
を
参
考
に
し
た
︒︶

白
河
結
城
家
文
書
は
︑
白
河
集
古
苑
︵
福
島
県
白
河
市
︶
が
所
蔵
す
る
文
書
で
あ
る
︒
白
河
結
城
氏
は
︑
陸
奥
国
白
河
荘
を
本
領
と
し

た
一
族
で
︑
も
と
は
下
総
の
結
城
氏
の
一
族
だ
っ
た
が
︑
鎌
倉
後
期
に
分
立
し
た
︒
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本
文
書
群
は
鎌
倉
期
の
那
須
氏
関
連
文
書
二
通
と
一
〇
〇
通
を
超
え
る
結
城
宗
広
と
そ
の
子
親
朝
に
宛
て
ら
れ
た
南
北
朝
初
期
の
文
書

群
等
か
ら
成
る
︒
こ
の
う
ち
結
城
宗
広
宛
の
文
書
は
す
べ
て
案
文
で
︑
宗
広
宛
の
文
書
を
息
子
親
朝
の
右
筆
が
記
録
と
し
て
控
え
た
も
の

だ
と
分
か
る
︒

関
東
地
方

○
武
州
文
書
︵
以
下
は
﹃
か
な
が
わ
の
歴
史
文
献
55
』︶

8
︵

を
参
考
に
し
た
︒︶

武
州
文
書
は
︑
文
化
七
年
︵
一
八
一
〇
︶
の
昌
平
坂
学
問
所
地
誌
調
所
に
よ
る
﹃
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
﹄
の
編
集
の
際
の
資
料
と
し

て
︑
武
蔵
国
内
の
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
わ
た
る
約
一
四
〇
〇
通
の
古
文
書
を
影
写
し
た
古
文
書
集
で
あ
る
︒
近
世
の
書
写
本

で
あ
る
が
︑
文
書
中
の
年
紀
表
記
に
従
い
関
東
の
中
世
文
書
と
し
て
分
析
資
料
に
加
え
た
︒

○
高
幡
不
動
胎
内
文
書
︵
以
下
は
﹃
日
野
市
史　

史
料
集
﹄
を
参
考
に
し
た
︒︶

高
幡
不
動
胎
内
文
書
は
︑
日
野
市
に
あ
る
高
幡
山
金
剛
寺
︵
高
幡
不
動
︶
の
不
動
明
王
坐
像
の
胎
内
︵
首
部
︶
に
納
入
さ
れ
て
い
た
六

九
通
七
三
点
に
お
よ
ぶ
文
書
群
で
あ
る
︒
内
容
は
︑
南
北
朝
初
期
に
常
陸
の
南
朝
方
北
畠
親
房
軍
を
攻
撃
す
る
北
朝
方
高
師
冬
に
従
軍
し

た
日
野
市
域
の
武
士
で
あ
っ
た
山
内
経
之
が
︑
戦
地
の
下
総
山
川
陣
か
ら
故
郷
の
妻
子
に
送
っ
た
書
状
が
主
な
も
の
で
あ
る
︒
本
文
書
群

が
不
動
明
王
坐
像
の
胎
内
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
の
は
大
正
末
・
昭
和
初
年
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
︑
六
〇
年
間
ほ
ど
紐
で
束
ね
ら
れ
た
ま
ま

日
の
目
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
︒
そ
の
後
︑
昭
和
六
〇
年
︵
一
九
六
五
︶
に
東
京
都
と
日
野
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
合
同
調
査
が
行
わ

れ
︑﹃
日
野
金
剛
寺
︵
高
幡
不
動
︶
文
化
財
調
査
報
告
﹄
が
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
︒
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一
　
母
音
の
交
替
表
記

1
、
i
と
e
の
交
替
表
記

前
稿
で
中
世
越
後
地
方
の
古
文
書
で
あ
る
﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂
や
﹁
中
条
家
文
書
﹂
に
見
ら
れ
る
i
と
e
の
交
替
表
記
に
つ
い
て
分

析
と
考
察
を
行
っ
た
︒
本
稿
で
は
︑
分
析
資
料
に
掲
げ
た
東
北
と
関
東
地
方
の
古
文
書
を
中
心
に
分
析
を
行
う
︒
最
初
に
現
代
方
言
に
見

ら
れ
る
i
と
e
の
交
替
例
に
つ
い
て
見
て
い
く
︒

現
代
方
言
で
確
認
さ
れ
る
母
音
i
と
e
の
交

替
例

音
韻
の
面
か
ら
全
国
の
方
言
を
見
た
場
合
︑

日
本
列
島
を
日
本
海
側
︵
北
︶
と
太
平
洋
側

︵
南
︶
の
よ
う
に
南
北
に
分
け
る
方
法
が
あ

る
︒︵
古
く
は
裏
日
本
方
言
・
表
日
本
方
言
・

薩
隅
式
方
言
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
た︶

9
︵

︶︒
安
部

清
哉
氏
に
は
︑
音
韻
以
外
の
語
彙
や
文
法
の

面
か
ら
も
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
で
方
言
対

立
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
こ
れ
ら
を
南
北
型
方

言
分
布
と
し
た
論
考
が
あ
る︶

10
︵

︒

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
古
文
書
が
伝
来

し
た
地
域
が
含
ま
れ
る
東
北
六
県
と
︑﹁
越
後

地図 1　平山輝男『日本の方言』（講談社、1968年）
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文
書
宝
翰
集
﹂
な
ど
が
伝
来
し
た
新
潟
県
の
北
部
は
︑
先
の
音
韻
分
布
で
示
す
と
日
本
海
側
の
方
言
の
領
域
に
な
る
た
め
︑
i
と
e
の
交

替
現
象
な
ど
が
と
も
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
東
北
地
方
や
新
潟
県
北
部
な
ど
で
は
︑
i
と
e
が
区
別
の
な
い
一
つ
の
音
韻

と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
i
と
e
が
交
替
す
る
現
象
が
起
こ
る
地
域
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る︶

11
︵

︒

東
北
方
言
に
見
ら
れ
る
i
と
e
の
交
替
例）

12
（

え
か
︵
烏
賊
︶ 
︻
青
森
︼ 

え
ど
︵
井
戸
︶ 

︻
岩
手
︼ 

え
ま
︵
今
︶ 

︻
秋
田
︼

え
ぬ
︵
犬
︶ 
︻
山
形
︼ 

え
ど
︵
糸
︶ 

︻
宮
城
︼ 

え
わ
︵
岩
︶ 

︻
福
島
︼

新
潟
方
言
に
見
ら
れ
る
i
と
e
の
交
替
例
（
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。
用
例
の
表
記
は
出
典
中
の
も
の
に
従
っ
た
。）

◯
メ
メ
ズ
︵
み
み
ず
︶︑
ア
メ
︵
網
︶︑
タ
カ
エ
︵
高
い
︶︑
ベ
ン
ボ
ー
︵
貧
乏
︶ 

︹
新
潟
県
岩
船
群
朝
日
村
大
須
戸
方
言︶

13
︵

〕

◯
ʻeta

︵
板
︶︑
ʼemo

︵
芋
︶︑
ʼesi
︵
石
︶︑
ʼeto

︵
糸
︶︑ko

ʼe︵
鯉
︶ 

︹
新
潟
県
南
蒲
原
郡
栄
村
大
字
尾
崎︶

14
︵

〕

◯
ぇ
き
な
り
︵
い
き
な
り
︶︑
ぇ
び
き
︵
い
び
き
︶︑
ぇ
じ
︵
意
地
︶︑
ぇ
じ
わ
り
︵
意
地
悪
︶ 

︹
新
潟
県
十
日
町
市
仙
田
地
区︶

15
︵

〕

﹁
み
み
ず
﹂
や
﹁
板
﹂
の
よ
う
な
名
詞
︑﹁
高
い
﹂
の
よ
う
な
形
容
詞
︑﹁
貧
乏
﹂
の
よ
う
な
漢
語
に
至
る
ま
で
様
々
な
品
詞
上
で
i
と

e
の
交
替
は
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

右
の
例
は
i
が
e
に
交
替
し
て
い
る
用
例
で
あ
る
が
︑
反
対
に
e
が
i
に
交
替
し
て
い
る
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
︒

チ
︵
手
︶︑
オ
リ
ル
︵
折
れ
る
︶︑
ダ
ミ
ダ
︵
だ
め
だ
︶ 

︹
新
潟
県
岩
船
郡
粟
島
浦
村
字
内
内
浦
方
言︶

16
︵

〕

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
通
し
て
見
ら
れ
た
音
韻
の
交
替
表
記
に
つ
い
て
焦
点
を
絞
り
︑
採
録
し
た
用
例
に
つ
い
て
考
察
を
行

う
︒
な
お
︑﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂
や
﹁
中
条
家
文
書
﹂
の
用
例
に
関
し
て
は
前
稿
で
指
摘
を
し
た
の
で
︑
本
稿
で
は
主
に
東
北
と
関
東

地
方
の
古
文
書
に
お
け
る
音
韻
の
交
替
表
記
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
︒
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最
初
に
東
北
と
関
東
地
方
の
古
文
書
中
の
i
と
e
の
交
替
表
記
を
見
て
い
く
︒

i
↓
e

東
北ひ︵

毘

沙

門

堂

︶

し
や
も
ん
た
う
の
ち
の
事
お︵

大ほ
む向
か
ゑ︶

の
う
ち 

南
部
︵
建
武
元
年
︵
一
三
三
四
︶
カ
二
月
二
日　

南
部
師
行
寄
進
状
︶

か
︵
甲
斐
甲
斐
し
く
カ
︶

へ
〳
〵
し
か
ら
す
と
申
少
々
可
令
進
候 

新
渡
戸
︵
建
武
元
年
︵
一
三
三
四
︶
二
月
廿
六
日　

沙
弥
道
覚
書
状
︶

南
部
氏
関
係
資
料
︵
青
森
・
岩
手
︶
か
ら
以
上
の
二
語
を
採
録
し
た
︒

﹁
む
か
え
︵
向
︶﹂
に
つ
い
て

﹁
む
か
い
﹂
の
変
化
し
た
語
か
︒﹃
う
た
た
ね
﹄︵
阿
仏
尼
・
一
二
四
〇
頃
︶
に
﹁
む
か
へ
の
山
を
見
れ
ば
︑
雲
の
い
く
へ
と
も
な
く
折

り
重
な
り
て
﹂
と
用
例
が
あ
る
︒︵﹃
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
﹄︶
こ
の
よ
う
に
︑
越
後
や
東
北
地
方
と
い
っ
た
東
国
文
書
に
の
み
見

ら
れ
る
語
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
が
︑
今
回
は
i
と
e
の
交
替
表
記
例
と
し
て
採
録
し
た
︒

e
↓
i

東
北い

ん
な
い
の
村
ゐ︵

飯

土
ゝ
と
い江

か狩

倉

︶

り
く
ら
一
所
た
か
き
の
保
内
波
多
谷
村

 
相
馬
岡
田
︵
貞
治
二
年
︵
一
三
六
三
︶
八
月
十
八
日　

相
馬
胤
家
譲
状
︶

や︵

八

兎

︶

つ
う
さ
き
ゐ︵

飯

土
ゝ
と
い江

か狩

倉

︶

り
く
ら
一
所
や︵

矢

河

原

︶

か
わ
ら 

相
馬
岡
田
︵
貞
治
二
年
︵
一
三
六
三
︶
八
月
十
八
日　

相
馬
胤
家
譲
状
︶

や︵

八

兎

︶

つ
う
さ
き
ゐ︵

飯

土
ゝ
と
い江

か狩

倉

︶

り
く
ら
一
所
雨
上
や︵

矢

河

原

︶

か
わ
ら 

相
馬
岡
田
︵
康
暦
三
年
︵
一
三
八
一
︶
五
月
廿
四
日　

相
馬
胤
繁
譲
状
︶

や︵

八

兎

︶

つ
う
さ
き
ゐ︵

飯

土
ゝ
と
い江

か狩

倉

︶

り
く
ら
一
所
雨
上
や︵

矢

河

原

︶

か
わ
ら 

相
馬
岡
田
︵
康
暦
三
年
︵
一
三
八
一
︶　

相
馬
胤
繁
譲
状
案
︶
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﹁
飯
土
江
狩
倉
﹂
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
の
用
例
で
あ
る
が
︑
宛
漢
字
が
適
当
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
︒

ね
ん
く
十
く
わ
ん
か︵

唐ら
い糸
と
ま前

い︶

の
御
て
ら
へ
よ
せ
へ
く
候

 

陸
中
新
渡
戸
︵
弘
和
二
年
︵
一
三
八
二
︶
二
月
廿
一
日　

そ
へ
置
文
案
︶

本
来
は
﹁
ま
へ
︵
前
︶﹂
だ
が
︑
こ
こ
で
は
i
の
音
に
交
替
し
た
表
記
で
あ
る
﹁
ま
い
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

関
東そ︵

曾
我
殿
カ
︶

か
と
の
も
は
や
た︵
立
︶ち
候
よ
し
申
候
又
あ
ま
り
に
の︵

乗
り
か
い替
︶
の
一
き
︵
騎
︶
た
に
も
候
ハ
て
と
存
候
て

 

高
幡
︵
暦
応
二
年
︵
一
三
三
九
︶
山
内
経
之
書
状
︶

右
は
東
京
都
日
野
市
に
あ
る
高
幡
山
金
剛
寺
の
不
動
明
王
坐
像
胎
内
文
書
の
用
例
で
あ
る
︒
関
東
の
文
書
に
も
e
↓
i
の
交
替
表
記
が

確
認
出
来
た
︒
現
代
の
関
東
地
方
に
お
い
て
i
と
e
の
区
別
の
な
い
地
域
は
︑
茨
城
や
栃
木
に
か
け
て
の
関
東
の
東
北
部
︑
群
馬
の
一
部

地
域
や
埼
玉
県
東
部
・
千
葉
県
の
北
部
な
ど
で
あ
る︶

17
︵

︒

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
︑
i
と
e
の
交
替
表
記
の
例
が
越
後
地
方
文
書
以
外
に
も
︑
東
北
地
方
と
関
東
地
方
の
古
文
書
に
見
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
︒
こ
れ
は
︑
現
代
の
東
北
や
新
潟
方
言
に
確
認
さ
れ
る
中
舌
母
音
︹
ė
〕
と
同
じ
よ
う
な
方
言
音
が
︑
こ
の
よ
う
な
表
記

と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

2
、
i
と
j
u
の
交
替
表
記

次
は
i
の
音
が
ju
と
表
記
さ
れ
た
武
州
文
書
︵
埼
玉
︶
の
例
で
あ
る
︒
出
典
は
﹃
新
編
埼
玉
県
史︶

18
︵

﹄
に
よ
る
︒

武
州
大

︵
太
︶
田
庄
た︵

高か
ゆ
わ岩
︶
い
ち
ま
つ
り
是
な
す

 

武
州
文
書　

十
五
埼
玉
郡
︵
延
文
六
年
︵
一
三
六
一
︶
九
月
九
日　

市
場
之
祭
文
写
︶
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こ
こ
で
は
﹁
岩
﹂
が
﹁
ゆ
わ
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
母
音
の
i
が
語
頭
で
﹁
岩
﹂﹁
鰯
﹂
の
よ
う
に
ワ
行
音
に
続
く
と
き
︑

ju
の
音
に
変
化
す
る
の
は
現
代
の
埼
玉
方
言
で
も
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る︶

19
︵

︒
該
当
部
分
に
傍
線
を
付
す
︒
用
例
の
表
記
は
出
典
に
拠
っ
た
︒

/
ʼju
ʼwa⎤

ʼ/︵
岩
︶　　

/

ʼju

ʼwa

ʼi⎤

ʼ/︵
祝
い
︶　　

/

ʼju

ʼwasi/

︵
鰯
︶　　

/

ʼju

ʼware/

︵
謂
れ
︶

ま
た
こ
の
よ
う
なi

か
らju

へ
の
変
化
は
金
田
一
春
彦
氏
に
よ
れ
ば
﹁
関
東
・
奥
羽
は
じ
め
東
日
本
に
か
な
り
多
い︶

20
︵

﹂
よ
う
で
あ
る
︒

岩
手
県
で
も
﹁
鰯
﹂
や
﹁
岩
﹂
が ﹇j ɯ̈

 w
asi

﹈︑ ﹇j ɯ̈
 w

a

﹈
の
よ
う
に
発
音
さ
れ︶

21
︵

︑
福
島
県
で
も
同
様
の
例
が
見
ら
れ
る︶

22
︵

︒

以
上
の
よ
う
に
現
代
の
埼
玉
県
や
岩
手
・
福
島
県
な
ど
で
見
ら
れ
る
言
語
事
象
が
︑
古
文
書
の
中
に
も
音
韻
交
替
の
表
記
と
し
て
現
れ

て
い
る
の
で
あ
る
︒

3
、
i
と
u
の
交
替
表
記

i
↓
u　
　

次
の
用
例
は
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
文
書
の
用
例
で
あ
る
が
︑﹁
し
ま
も
り
︵
島
守
︶﹂
の
﹁
し
﹂
が
﹁
す
﹂
と
な
っ

て
︑﹁
す
ま
も
り
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
︒
同
文
書
が
伝
わ
っ
た
の
は
現
在
の
青
森
県
東
部
か
ら
岩
手
県
北
部
の
地
域
で
あ
り
︑
青
森
県

で
は
﹁
シ
・
ス
﹂
は
︑﹁
ス
﹂
に
合
体
し
て
い
る︶

23
︵

︒
こ
の
よ
う
に
現
代
の
方
言
で
確
認
さ
れ
る
言
語
事
象
が
︑
建
武
元
年
の
古
文
書
に
も

見
る
こ
と
が
で
き
た
︒
次
に
当
該
部
分
の
写
真
を
示
す
︒
○
印
は
筆
者
に
よ
る
︒

す︵
島

ま守
・
三
戸
郡
南
郷
村
︶

も
り
公
田
百
し
や
う
六
人
所
当
分 

南
部
︵
建
武
元
年
︵
一
三
三
四
︶
十
一
月
五
日　

島
守
公
田
百
姓
分
所
散
用
状
︶

 

︵﹃
青
森
県
史　

資
料
編
中
世
1
南
部
氏
関
係
資
料
﹄
よ
り
︶
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4
、
o
と
u
の
交
替
表
記

o
↓
u　
　

次
は
o
の
音
が
u
に
変
化
し
て
い
る
例
で
あ
る
︒

東
北

大
わ
た
む︵

本

と
む馬

︶ま
く︵

管

野

︶

た
の 

白
河
結
城
︵
康
応
二
年
︵
一
三
八
九
︶
六
月
九
日　

小
峯
政
常
譲
状
︶

白
河
結
城
家
文
書
は
︑
白
河
集
古
苑
︵
福
島
県
︶
が
所
蔵
す
る
文
書
で
あ
る
︒
本
来
﹁
も
と
む
ま
︵
本
馬
︶﹂
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を

﹁
む
と
む
ま
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
︒
現
在
の
福
島
県
方
言
に
も
こ
の
よ
う
に
o
と
u
の
音
が
交
替
す
る
場
合
が
あ
る
︒
右
の
白
河
結
城

文
書
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
m
・
n
の
後
に
続
く
鼻
音
化
子
音
の
例
を
示
す︶

24
︵

︒
該
当
部
分
に
傍
線
を
付
す
︒
用
例
の
表
記
は
出
典
に
拠
っ

た
︒

o
↓
u　
　
︹
m
〕
ム
グ
ス
︵
漏
ら
す
︶　

ム
グ
ル
︵
潜
る
︶　

ム
グ
ロ
︵
も
ぐ
ら
︶ 

︹
n
〕
ヌ
ル
︵
乗
る
︶　　

ミ
ヌ
︵
蓑
︶

u
↓
o　
　
︹
m
〕
モ
コ
・
モ
ゴ
︵
婿
︶　

モ
コ
ウ
︵
向
こ
う
︶ 

︹
n
〕
ノ
ス
ム
︵
盗
む
︶　

ノ
マ
︵
沼
︶

ま
た
青
森
県
で
も
こ
の
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
る
よ
う
で
︑﹁
ノ
し
む
︵
盗
む
︶﹂︑﹁
モ
し
ろ
︵
筵
︶﹂︑﹁
ム
る
︵
漏
る
︶﹂
な
ど
が
あ
る︶

25
︵

︒

関
東

武
州
き
西
こ︵

ふ郡

り︶

八
十
市
祭
之 

武
州
文
書　

十
五
埼
玉
郡
︵
延
文
六
年
︵
一
三
六
一
︶
九
月
九
日　

市
場
之
祭
文
写
︶

武
州
き
西
こ︵

ふ郡

り︶

か
ゝ
さ
ね
か
ふ
道
い
ち
ま
つ
り

 

武
州
文
書　

十
五
埼
玉
郡
︵
延
文
六
年
︵
一
三
六
一
︶
九
月
九
日　

市
場
之
祭
文
写
︶

武
州
文
書
に
は
﹁
こ
ほ
り
︵
郡
︶﹂
が
﹁
こ
ふ
り
﹂
と
な
っ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
た
︒
こ
こ
で
は
ハ
行
の
o
か
ら
u
へ
の
交
替
で
あ
る
︒

現
代
の
埼
玉
方
言
に
お
い
て
類
例
は
見
出
せ
て
い
な
い
が
︑
同
じ
関
東
地
方
の
栃
木
︑
群
馬
方
言
か
ら
о
か
ら
u
︑
ま
た
は
u
か
ら
о
へ

の
交
替
例
が
見
ら
れ
た︶

26
︵

︒
該
当
部
分
に
傍
線
を
付
す
︒
用
例
の
表
記
は
出
典
に
拠
っ
た
︒
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栃
木　
　

as ɯ̈
 k ɯ̈

︵
あ
そ
こ
︶　as ɯ̈

 b ɯ̈

︵
遊
ぶ
︶

群
馬　
　

フ
ル
シ
キ
︵
風
呂
敷
︶　

ス
ル
︵
剃
る
︶　

ノ
ノ
︵
布
︶　

ヨ
ロ
︵
夜
︶

拗
音
化

越
後

せ︵

関

沢

︶

き
さ
ハ　

お︵

大

塚

︶

ほ
つ
か　

し︵
塩

う
つ津
︶ 

︵
建
治
三
年
︵
一
二
七
七
︶
四
月
廿
八
日　

高
井
時
茂
譲
状
案
︶

現
在
も
新
潟
県
胎
内
市
に
あ
る
地
名
﹁
塩
津
﹂
に
つ
い
て
﹁
し
う
つ
﹂
と
表
記
さ
れ
た
例
と
思
わ
れ
る
︒
表
記
の
通
り
発
音
す
る
な
ら

﹁
シ
ュ
ー
ツ
﹂
と
な
る
か
︒﹁
し
お
︵
塩
︶﹂
を
﹁
シ
ュ
ー
﹂
と
言
う
の
は
現
在
で
は
佐
渡
に
限
ら
れ
︑
胎
内
市
が
属
す
る
下
越
や
中
越
地

方
で
は
﹁
シ
ョ
ー
﹂
と
発
音
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る︶

27
︵

︒
ま
た
︑
全
国
的
に
見
て
も
﹁
塩
﹂
を
﹁
シ
ュ
ー
﹂
と
言
う
の
は
佐
渡
の
み
に
見
ら
れ

る︶
28
︵

︒以
上
︑
東
北
地
方
と
関
東
地
方
の
中
世
東
国
文
書
の
母
音
の
交
替
表
記
に
つ
い
て
は
︑
i
と
e
の
交
替
表
記
︑
i
と
ju
の
交
替
表
記
︑

i
と
u
の
交
替
表
記
︑
o
と
u
の
交
替
表
記
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
こ
れ
ら
の
多
く
は
文
書
が
伝
来
し
た
地
方
の
現
代
の

方
言
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
︑
中
世
か
ら
こ
の
よ
う
な
言
語
事
象
が
東
国
文
書
の
言
語
に
見
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
︒

二
　
子
音
の
交
替
表
記

1
　
ウ
・
オ
段
開
拗
音
の
交
替
表
記

前
稿
で
は
︑﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂︑﹁
中
条
家
文
書
﹂
中
に
見
ら
れ
る
﹁
所
領
↓
し
ゆ
う
り︵

所

領

︶

や
う
﹂
や
︑﹁
一
緒
↓
一
し
︵
緒
︶
ゆ
﹂︑﹁
糺
明
↓
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け︵
糺
明
︶う
め
ひ
﹂
の
よ
う
な
yo
・
yu
の
音
が
交
替
し
た
表
記
に
つ
い
て
指
摘
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
拗
音
に
お
け
る
交
替
は
︑
現
代
の
方
言
で
は

新
潟
の
他
に
山
形
の
庄
内
地
方
︑
長
野
県
の
東
北
端
で
見
ら
れ︶

29
︵

︑
そ
の
他
の
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
︒

古
文
書
で
は
以
下
の
よ
う
な
交
替
表
記
の
例
が
見
ら
れ
た
︒

yo
↓
yu

福
島こ

れ
も
て
い
ち
ゑ
ん
に
ち
き
や
う
す
へ
し
た
ヽ
し
女
子
等
あ
り
と
い
へ
と
も
さ︵

在
︶い
所
ふ︵

不

定

︶

ち
う
な
り

 

大
悲
山
︵
三
五
一
建
武
四
年
︵
一
三
三
七
︶
十
一
月
廿
一
日　

沙
弥
明
円
相
馬
行
胤
譲
状
︶

﹁
不
定
﹂
な
の
で
﹁
ふ
ち
や
う
﹂
と
な
る
と
こ
ろ
が
﹁
ふ
ち
う
﹂
と
な
り
︑
ウ
段
拗
音
に
転
じ
て
い
る
︒
大
悲
山
文
書
は
奥
州
相
馬
氏

の
庶
子
家
で
あ
る
大
悲
山
氏
に
関
す
る
文
書
︒
大
悲
山
氏
は
︑
陸
奥
国
行
方
郡
大
悲
山
村
︵
福
島
県
南
相
馬
市
︶
を
領
し
た
︒
現
代
の
福

島
方
言
で
は
オ
段
拗
音
が
ウ
段
拗
音
に
転
じ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
オ
段
音
が
ウ
段
音
に
交
替
し
て
い
る
例
は
あ
る︶

30
︵

︒

ユ
ダ
レ
︵
涎
︶　

ユ
ダ
レ
カ
ケ
︵
涎
掛
け
︶

yu
↓
yo

青
森
・
岩
手

申
て
給
ハ
る
へ
し
又
い
や
二
郎
も
と
よ
り
ふ︵

不

て忠

︶う
の
も
の
た
る
う
ゑ

 

南
部
︵
一
三
嘉
元
二
年
︵
一
三
〇
四
︶
五
月
廿
四
日　

曽
我
泰
光
譲
状
︶

右
の
南
部
家
文
書
の
例
で
は
︑
本
来
は
﹁
ふ
ち
ゆ
う
︵
不
忠
︶﹂
と
な
る
べ
き
だ
が
︑﹁
ふ
て
う
﹂
と
表
記
さ
れ
﹁
チ
ュ
ウ
︵
忠
︶﹂
が

﹁
チ
ョ
ウ
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
ウ
段
拗
音
が
オ
段
拗
音
に
転
じ
る
例
は
現
代
の
青
森
ま
た
は
岩
手
方
言
に
は
見
ら
れ
な
い
︒
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迫
野
虔
徳
氏
は
﹁
ウ
︑
オ
段
開
拗
音
の
︑
標
準
表
記
と
は
異
っ
た
表
記
は
︑
越
後
地
方
の
仮
名
資
料
に
特
に
目
立
つ
も
の
﹂
と
し
て
越

後
以
外
で
は
長
野
の
古
文
書
に
こ
の
ウ
・
オ
段
開
拗
音
の
交
替
表
記
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
︒
ま
た
そ
の
他
の
地
方
に
お
い
て
は
オ
段

開
拗
音
が
ウ
段
開
拗
音
に
交
替
表
記
さ
れ
る
と
し
︑
下
総
国
の
結
城
氏
の
家
法︶

31
︵

に
も
yo
↓
yu
の
交
替
例
が
頻
出
す
る
と
述
べ
て
い
る︶

32
︵

︒

本
稿
の
分
析
を
通
し
て
上
記
以
外
に
︑
東
北
地
方
文
書
に
も
こ
の
よ
う
な
オ
段
開
拗
音
と
ウ
段
開
拗
音
の
交
替
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
︒
ま
た
︑
迫
野
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
交
替
表
記
に
関
し
て
先
述
の
結
城
氏
の
家
法
で
は
︑
yo
↓
yu
は
多
く
見
ら
れ
る

が
︑
yu
↓
yo
の
表
記
は
一
例
も
見
当
た
ら
な
い
と
し
︑
yo
↓
yu
の
交
替
表
記
は
﹁
関
東
東
北
地
方
の
文
書
に
は
少
な
く
な
く
﹂︑
yu
↓
yo

の
交
替
表
記
に
関
し
て
は
越
後
の
古
文
書
に
主
に
見
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る︶

33
︵

︒

今
回
の
分
析
を
通
し
て
︑
越
後
の
古
文
書
に
主
に
見
ら
れ
る
yu
↓
yo
の
交
替
表
記
例
が
南
部
家
文
書
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

こ
の
よ
う
な
例
は
採
録
用
例
数
が
少
な
く
︑
現
在
も
用
例
採
録
の
最
中
で
あ
る
の
で
今
後
更
な
る
類
例
を
見
出
す
こ
と
に
努
め
た
い
︒

長
音
化

以
下
の
用
例
は
前
稿
の
﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂
中
の
用
例
で
あ
る
︒
本
来
で
あ
れ
ば
﹁
し
よ
り
や
う
︵
所
領
︶﹂
と
表
記
さ
れ
る
と
こ

ろ
が
﹁
し
ゆ
う
り
や
う
﹂
と
yo
↓
yu
に
交
替
し
︑
な
お
か
つ
拗
音
の
後
ろ
が
﹁
シ
ュ
ー
﹂
と
長
音
化
し
て
い
る
例
で
あ
る
︒

ゆ
つ
り
わ
た
す
し
ゆ
う
り︵

所

領

︶

や
う
の
事
︵
漢
語
︶ 

︵
39
応
永
十
五
年
︵
一
四
〇
八
︶
八
月
十
六
日　

和
田
時
明
譲
状
︶

﹁
シ
ョ
リ
ョ
ウ
﹂
が
﹁
シ
ュ
ー
リ
ョ
ウ
﹂
の
よ
う
に
拗
音
の
後
ろ
が
長
音
化
す
る
現
象
が
︑
幕
末
の
﹃
角
田
浜
願
正
寺
年
中
故
事
﹄
に

も
見
ら
れ
る
︒﹃
角
田
浜
願
正
寺
年
中
故
事
﹄
は
︑
西
蒲
原
郡
巻
町
角
田
浜
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
願
正
寺
の
日
記
で
︑﹁
一
緒
﹂
と

い
う
語
を
﹁
一
集
︵
イ
ッ
シ
ュ
ー
︶﹂
と
書
い
た
例
が
あ
る︶

34
︵

︒
こ
の
よ
う
な
拗
音
に
長
音
が
添
加
し
た
表
記
が
︑
幕
末
か
ら
時
代
を
遡
っ

て
中
世
の
越
後
の
古
文
書
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
以
下
の
用
例
の
出
典
表
記
は
﹁﹃
角
田
浜
願
正
寺
年
中
故
事
﹄
方
言
・
民
俗
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関
係
語
彙
索
引
﹂︵
柄
澤
衛
﹃
西
蒲
原
郡
方
言
考
﹄
二
〇
一
三
年
︶
に
拠
っ
た
︒

元
々
終
始
一
集
ニ
巡
国
之
図
り
有
之
処
︑
雲
公
足
痛
ニ
て
送
レ
︑
此
節
右
縁
因
ニ
依
て
尋
被
参
候 

︵
前
九
〇
︱
三
︶

且
ツ
御
講
過
拙
老
与
一
集
ニ
押
付
・
曽
根
・
並
木
弟
・
役
僧
中
参
り
︑
茶
酒
ニ
而
実
ニ
当
惑
至
極 

︵
前
一
九
四
︱
一
︶

佐
渡
山
江
疱
瘡
見
舞
ニ
下
女
遣
︑
饅
頭
三
百
文
買
遣
︑
五
人
一
集
ニ
致
候
趣 

︵
前
二
五
一
︱
一
一
︶

最
早
〳
〵
御
堂
・
庫
裏
共
ニ
棟
落
︑
小
屋
雪
隠
迄
一
集
ニ
類
焼
︑
実
ニ
目
も
不
被
当
︑
気
之
毒
至
極 

︵
後
一
四
五
︱
四
︶

拗
音
だ
け
で
は
な
い
が
︑
次
の
よ
う
に
長
音
添
加
す
る
語
の
例
は
現
代
新
潟
方
言
で
も
見
ら
れ
る
︒

シ
ョ
ー
ヨ
ー
︵
醤
油
︶　

チ
ョ
ー
ジ
ョ
ー
︵
長
者︶

35
︵

︶

ハ
ー
︵
歯
︶　

コ
ー
ス
ギ
︵
こ
す
き
︶　

ニ
ー
ワ
ド
リ
︵
鶏
︶　

ク
ー
ジ
ラ
︵
鯨︶

36
︵

︶

ま
と
め

本
稿
で
は
︑
中
世
東
国
文
書
︑
特
に
東
北
地
方
と
関
東
地
方
の
古
文
書
に
見
ら
れ
る
音
韻
交
替
表
記
に
つ
い
て
見
て
き
た
︒

母
音
の
交
替
表
記
と
し
て
東
北
地
方
文
書
に
i
と
e
﹁
か︵

唐

糸

前

︶

ら
い
と
ま
へ
↓
か
ら
い
と
ま
い
﹂︑
i
と
u
﹁
し︵

島

守

︶

ま
も
り
↓
す
ま
も
り
﹂︑
o

と
u
﹁
も︵

本

馬

︶

と
む
ま
↓
む
と
む
ま
﹂
の
交
替
表
記
が
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
関
東
地
方
文
書
に
は
同
じ
く
i
と
e
﹁
の︵

乗

替

︶

り
か
え
↓
の

り
か
い
﹂︑
o
と
u
﹁
こ︵

郡

︶

ほ
り
↓
こ
ふ
り
﹂
の
交
替
表
記
の
他
に
︑
武
州
文
書
に
i
と
ju
﹁
た︵

高

岩

︶

か
い
わ
↓
た
か
ゆ
わ
﹂
の
交
替
表
記
が
見

ら
れ
た
︒
ま
た
越
後
の
古
文
書
で
は
﹁
し︵

塩

津

︶

ほ
つ
↓
し
う
つ
︵
シ
ュ
ー
ツ
︶﹂
と
拗
音
化
し
た
例
も
見
ら
れ
た
︒

子
音
の
交
替
表
記
で
は
︑
ウ
段
拗
音
と
オ
段
拗
音
の
交
替
表
記
﹁
ふ︵

不

定

︶

ち
や
う
↓
ふ
ち
う
﹂
な
ど
が
東
北
地
方
の
古
文
書
に
確
認
で
き

た
︒
こ
れ
ら
は
現
在
の
新
潟
や
山
形
の
庄
内
地
方
︑
長
野
の
東
北
端
に
の
み
見
ら
れ
︑
東
北
方
言
に
は
見
ら
れ
な
い
言
語
事
象
で
あ
る
︒

ま
た
︑
越
後
の
古
文
書
で
は
︑
幕
末
の
文
献
に
見
ら
れ
る
拗
音
の
後
ろ
が
長
音
化
す
る
﹁
一
緒
↓
一
集
︵
イ
ッ
シ
ュ
ー
︶﹂
例
が
︑
時
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代
を
遡
っ
て
中
世
の
古
文
書
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
︑
現
代
の
東
北
地
方
や
関
東
地
方
の
方
言
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
な
言
語
事
象
が
︑
本
稿
の
分
析
を
通
し
て
中
世

の
東
国
文
書
に
も
確
認
で
き
︑
中
世
か
ら
こ
の
よ
う
な
音
韻
交
替
現
象
が
東
国
文
書
の
中
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
︒

注

︵
1
︶ 

川
野
絵
梨 
﹁﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂
の
表
記
に
つ
い
て
︱
色
部
氏
文
書
・
三
浦
和
田
氏
文
書
を
中
心
と
し
て
︱
﹂︵
東
京
女
子
大
学
紀
要
﹃
論
集
﹄

第
六
六
巻
二
号
︑
二
〇
一
六
年
三
月
︶

川
野
絵
梨
﹁
中
世
越
後
女
性
文
書
の
言
語
に
つ
い
て
︱
﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂・﹁
中
条
家
文
書
﹂
を
中
心
に
︱
﹂︵﹃
こ
と
ば
と
く
ら
し
﹄
第
二
八

号
︑
二
〇
一
六
年
十
月
︶

川
野
絵
梨 

﹁
中
世
東
国
文
書
の
言
語
研
究
︱
﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂︑﹁
中
条
家
文
書
﹂
の
男
性
文
書
を
中
心
に
︱
﹂︵
東
京
女
子
大
学
紀
要
﹃
論
集
﹄

第
六
七
巻
二
号
︑
二
〇
一
七
年
三
月
︶

川
野
絵
梨 

﹁﹁
越
後
文
書
宝
翰
集
﹂
の
言
語
分
析
︱
大
見
水
原
氏
文
書
・
毛
利
安
田
氏
文
書
・
上
野
氏
文
書
・
斎
藤
氏
文
書
・
発
智
氏
文
書
・
小
田

切
氏
文
書
を
中
心
に
︱
﹂︵
東
京
女
子
大
学
﹃
日
本
文
学
﹄
第
一
一
三
号
︑
二
〇
一
七
年
三
月
︶

︵
2
︶ 

﹃
青
森
県
史　

資
料
編　

中
世
1
南
部
氏
関
係
資
料
﹄︵
青
森
県
︑
二
〇
〇
四
年
︶

︵
3
︶ 

豊
田
武
・
田
代
脩
校
訂
﹃
史
料
纂
集
古
文
書
編　

第
十
三
回
配
本　

相
馬
文
書
﹄︵
続
群
書
類
聚
完
成
会
︑
一
九
七
九
年
︶

︵
4
︶ 

﹃
白
河
市
史
第
五
巻
資
料
編
2
古
代
・
中
世
﹄︵
白
河
市
︑
一
九
九
一
年
︶

︵
5
︶ 

﹃
新
編
埼
玉
県
史　

資
料
編
5
中
世
1
古
文
書
1
﹄︵
埼
玉
県
︑
一
九
八
二
年
︶

︵
6
︶ 

﹃
日
野
市
史　

史
料
集　

高
幡
不
動
胎
内
文
書
編
﹄︵
日
野
市
︑
一
九
九
三
年
︶

︵
7
︶ 

村
井
章
介
﹃
中
世
東
国
武
家
文
書
の
研
究
︱
白
河
結
城
家
文
書
の
成
立
と
伝
来
︱
﹄︵
高
志
書
院
︑
二
〇
〇
八
年
︶

︵
8
︶ 

﹃
か
な
が
わ
の
歴
史
文
献
55
︱
神
奈
川
県
関
係
基
本
史
料
解
説
目
録
︱
﹄︵
神
奈
川
県
立
図
書
館
︑
二
〇
〇
八
年
︶

︵
9
︶ 

金
田
一
春
彦
﹁
音
韻
﹂︵
東
条
操
﹃
日
本
方
言
学
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
五
四
年
︶

︵
10
︶ 

安
部
清
哉
﹁
日
本
列
島
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
方
言
分
布
境
界
線
“
気
候
線
”
﹂︵﹃
玉
藻
﹄
三
五
︑
一
九
九
九
年
九
月
︶

安
部
清
哉
﹁
日
本
方
言
に
お
け
る
﹁
南
北
方
言
分
布
﹂︵
語
彙
音
韻
文
法
︶
の
特
徴
﹂︵﹃
玉
藻
﹄
四
七
︑
二
〇
一
三
年
二
月
︶

 
 

安
部
清
哉
﹁
日
本
語
の
﹁
南
北
型
方
言
分
布
﹂
研
究
の
た
め
の
言
語
地
図
一
覧
﹂︵﹃
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
﹄
六
〇
︑
二
〇
一
四
年
三
月
︶

︵
11
︶ 

北
条
忠
雄
﹁
5
東
北
方
言
の
概
説
﹂︵
飯
野
毅
一
ほ
か
編
﹃
講
座
方
言
学
4
北
海
道
・
東
北
地
方
の
方
言
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
二
年
︶

︵
12
︶ 

飯
野
毅
一
ほ
か
編
﹃
講
座
方
言
学
4　

北
海
道
・
東
北
地
方
の
方
言
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
二
年
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︵
13
︶ 

新
潟
大
学
方
言
研
究
会
﹁
特
集
・
新
潟
県
岩
船
郡
朝
日
村
大
須
戸
方
言
の
研
究
﹂︵﹁
方
言
の
研
究
﹂
9
号
一
九
八
一
年
三
月
︶

︵
14
︶ 

加
藤
正
信
﹁
11
新
潟
﹂︵
東
条
操
﹃
方
言
学
講
座
第
二
卷　

東
部
方
言
﹄
東
京
堂
︑
一
九
六
一
年
︶

︵
15
︶ 
登
坂
勉
﹃
随
筆
風
方
言
集　

懐
か
し
い
仙
田
︵
岩
瀬
︶
っ
言
葉
﹄︵
私
家
版
︑
二
〇
〇
六
年
︶

 
 

﹁
い
﹂
と
﹁
え
﹂
の
発
音
に
つ
い
て
引
用
し
て
示
す
︒

︻
い
︼︻
ぇ
︼﹁
い
﹂
の
発
音
は
︑
共
通
語
の
﹁
い
﹂
と
は
少
し
異
な
り
︑﹁
イ
段
の
音
﹂
に
接
続
す
る
﹁
イ
音
﹂
を
除
い
て
︑﹁
い
﹂
と
﹁
え
﹂
の

中
間
音
と
し
て
発
音
さ
れ
る
場
合
が
多
い
︒
そ
こ
で
こ
こ
で
は
そ
の
中
間
音
を
﹁
ぇ
﹂
と
表
記
す
る
︒
例
：
う
る
し
ー
・
う
る
し
ぃ
︵
嬉
し

い
︶︒
し
ろ
ぇ
・
し
ー
ろ
ぇ
︵
白
い
︶︒
口
の
開
け
方
の
小
さ
い
合
口
音
は
﹁
ぇ
﹂
で
表
し
︑
口
の
開
け
方
が
大
き
い
開
口
音
の
場
合
に
は

﹁
え
ぇ
︵
＝
ゑ
≠
ぇ
︶
と
表
す
こ
と
と
し
た
︒
ま
た
仙
田
︵
岩
瀬
︶
っ
言
葉
で
は
︒
ヤ
行
音
が
イ
音
ま
た
は
エ
音
に
転
訛
す
る
こ
と
が
多
い
︒

そ
の
場
合
の
﹁
ぇ
﹂
音
の
表
記
の
見
出
し
は
︑︻
い
︼
の
項
に
収
め
た
︒

︻
え
︼
仙
田
地
方
で
は
純
粋
な
﹁
え
﹂
の
発
音
は
聞
か
れ
な
い
︒
む
し
ろ
︑﹁
ぇ
﹂
ま
た
は
﹁
ゑ
﹂
音
が
よ
く
聞
か
れ
る
︒︵
後
略
︶

︵
16
︶ 

本
間
優
美
子
﹁
新
潟
県
の
方
言
に
つ
い
て
の
記
述
的
研
究
︵
7
︶
特
集
・
新
潟
県
岩
船
郡
粟
島
浦
村
字
内
浦
方
言
の
研
究
＠
3
音
声
︱
音
韻
変

化
・
音
韻
体
系
﹂︵﹃
方
言
の
研
究
﹄
8
号
︑
一
九
七
七
年
十
月
︶

︵
17
︶ 

飯
豊
毅
一
﹁
関
東
方
言
の
概
説
﹂︵﹃
講
座
方
言
学
5　

関
東
地
方
の
方
言
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
四
年
︶

︵
18
︶ 

注
5
に
同
じ
︒

︵
19
︶ 

原
田
伊
佐
男
﹃
埼
玉
県
東
南
部
方
言
の
記
述
的
研
究
﹄︵
く
ろ
し
お
出
版
︑
二
〇
一
六
年
︶

︵
20
︶ 

注
9
に
同
じ
︒

︵
21
︶ 

本
堂
寛
﹁
岩
手
県
の
方
言
﹂︵﹃
講
座
方
言
学
4　

北
海
道
・
東
北
地
方
の
方
言
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
二
年
︶

︵
22
︶ 

児
玉
卯
一
郎
﹃
福
島
県
方
言
辞
典
﹄︵
国
書
刊
行
会
︑
一
九
七
四
年
︶

︵
23
︶ 

此
島
正
年
﹁
青
森
県
の
方
言
﹂︵﹃
講
座
方
言
学
4　

北
海
道
・
東
北
地
方
の
方
言
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
二
年
︶

︵
24
︶ 

注
21
に
同
じ
︒
鼻
音
化
子
音
以
外
の
例
と
し
て
は
﹁
ホ
タ
ロ
︵
蛍
︶﹂︑﹁
ド
ウ
ゴ
︵
道
具
︶﹂︑﹁
ト
ヅ
ク
︵
届
く
︶﹂
な
ど
が
あ
る
︒

︵
25
︶ 

﹃
日
本
の
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ
2　

青
森
県
の
こ
と
ば
﹄︵
明
治
書
院
︑
二
〇
〇
三
年
︶

︵
26
︶ 

森
下
喜
一
﹁
栃
木
県
の
方
言
﹂︑
杉
村
孝
夫
﹁
群
馬
県
の
方
言
﹂︵﹃
講
座
方
言
学
5　

関
東
地
方
の
方
言
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
四
年
︶

︵
27
︶ 

大
橋
勝
男
﹃
新
潟
県
方
言
辞
典
﹄︵
お
う
ふ
う
︑
二
〇
〇
三
年
︶

︵
28
︶ 

平
山
輝
男
編
﹃
現
代
日
本
語
方
言
大
辞
典
第
三
巻
﹄︵
明
治
書
院
︑
一
九
九
二
年
︶

︵
29
︶ 

注
9
に
同
じ
︒

︵
30
︶ 

注
21
に
同
じ
︒

︵
31
︶ 

結
城
氏
新
法
度
︒

︵
32
︶ 

迫
野
虔
徳
﹁
古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の
音
韻
﹂︵﹃
語
文
研
究
﹄
二
二
号
︑
一
九
六
六
年
十
月
︶
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︵
33
︶ 

注
31
に
同
じ
︒

︵
34
︶ 

石
山
与
五
栄
門
︑
井
上
慶
隆
︑
柄
澤
衛
︑
奈
倉
哲
三
編
﹃
角
田
浜
願
正
寺
年
中
故
事　

前
編
﹄︵
巻
町
教
育
委
員
会
︑
一
九
九
一
年
︶︑
同
編
﹃
角

田
浜
願
正
寺
年
中
故
事　

後
編
﹄︵
巻
町
教
育
委
員
会
︑
一
九
九
三
年
︶

︵
35
︶ 
柄
澤
衛
﹁
越
後
中
部
方
言
に
お
け
る
オ
段
長
音
と
ア
段
長
音
の
交
替
現
象
に
つ
い
て
﹂︵﹃
こ
と
ば
と
く
ら
し
﹄
第
十
号
︑
一
九
八
六
年
十
二
月
︶

︵
36
︶ 

注
13
に
同
じ
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

中
世
東
国
文
書
︑
東
北
地
方
の
中
世
文
書
︑
関
東
地
方
の
中
世
文
書
︑
母
音
の

交
替
表
記
︑
子
音
の
交
替
表
記


